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1. 資 危機管理課

2. 危機管理課

3. 企画調整課

4. 企画調整課

5. 市民課

6. 収納課

7. 環境課

8. 福祉課

9. 商工課

10. 交流推進課

11. ち 交流推進課

12. 交流推進課

13. 観光課

14. スポーツ振興課

15. スポーツ振興課

マイナンバーカードの休日窓口および平日時間外窓口（予
約制）を開設します

国民健康保険税第５期の納期限と夕暮れ納付相談窓口開設
のお知らせ

ボッチャ交流会「第７回はちくんオープン」を開催します

条例適用企業（指定工場）の従業員数調査結果をお知らせ
します

「防犯対策」をテーマにした講話を行います

企業版ふるさと納税をいただきました

スキー用品の受け入れを行っています

二地域居住「防災モニターツアー」が開催されます

スポーツ振興くじ（toto）の助成を活用しタクミアリーナ
のメインアリーナ床を改修しました

航空教室を開催します

生活困窮者相談の出張および休日窓口を開設します

第33回大館ふるさと会総会・懇親会が開催されます

令和８年度忠犬ハチ公生誕祭を開催します

緊急時情報一斉配信サービス登録情報の外部漏えいの可能
性について

令和８年１１月

定　例　連　絡　事　項

資：資料　　　写：写真
ポ：ポスター　ち：ちらし
図：地図など

(定　例　連　絡　事　項)
添付

( 担 当 課 )

日　時　１０月２８日（水）　午後１１時

場　所　市役所本庁舎４階　庁議室

令和８年度大館市総合防災訓練を実施します



1 2 3 4
(定　例　連　絡　事　項)

添付
( 担 当 課 )

16. 下水道課

17. 田代公民館

18. 消防本部

19. 消防本部

20. 消防署

※ 職員課

※ 建築住宅課

※ 建築住宅課

下水道受益者負担金（分担金）第３期の納期限のお知らせ

大館市職員倫理規程承認申請について（10月分）

住宅リフォーム支援事業補助金申請状況（９月分）

大館市建築確認申請調べ（９月分）

令和８年度田代地区文化祭を開催します

秋の火災予防運動が始まります

ホームタンクからの灯油流出に注意しましょう

11月９日は「119番の日」です



№1 

令和８年度大館市総合防災訓練を実施します 

 

危機管理課 

 

市では、11 月 15 日（日）午前９時から、大館市役所本庁舎、秋田県北部老人福祉

総合エリア（十二所）を会場に、令和８年度大館市総合防災訓練を実施します。 

今回の訓練は、大雨による河川の洪水と土砂災害、十二所中町付近を震源とする直

下型地震が発生、火災、水害、土砂災害、停電、断水などといった複合型の災害を想

定して行います。 

訓練には、市、消防団（機能別消防団員含む）、大館警察署、陸上自衛隊、株式会社

ＮＴＴ－ＭＥ秋田エリア統括部、東北電力ネットワーク株式会社大館電力センター、

自主防災組織、大館市危険物安全協会、大館市女性防火クラブ連絡協議会、大館市立

成章中学校、地元町内会などが参加し、各機関が連携した対応訓練を行います。 

訓練の種目は、災害対策本部運営訓練、ドローンによる情報収集伝達訓練、初期消

火訓練、土砂災害救出救助訓練、水防訓練、油漏洩対処訓練、避難広報訓練、市民避

難訓練、避難所開設運営訓練などとなります。また、震度７までの揺れを体験できる

地震体験車の配置やその他各種防災機器、大規模災害写真パネルの展示も行いますの

で、訓練参加以外の一般の方もぜひご見学ください。 

なお、訓練実施に伴い、交通誘導、消防車や救急車など緊急車両のサイレン音など

でご迷惑をお掛けいたします。ご理解とご協力をお願いします。 

総合防災訓練の一環として、11 月 13 日（金）に成章小・中学校において、学校防

災教育を実施します。訓練の種目は、避難訓練、段ボールベッド・間仕切り作成、避

難所体験、地震体験などを予定しています。 

 

 

お問い合わせ 危機管理課危機管理係 

43-7100（内線 531・917） 
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令和８年度 

大館市総合防災訓練実施要綱 

 

１ 目 的  

この訓練は、大館市地域防災計画に基づき、東日本大震災などの教訓から大規模災害を想

定し、防災関係機関と地域住民が災害発生時の応急対策について訓練し対応力を向上すると

ともに、併せて市民の防災意識の高揚を図ることを目的とする。 

 

２ 実施日時 

（1） 令和８年１１月１５日（日） 午前９時００分～正午 

（2） 別紙第１「訓練時程表」 

 

３ 実施場所 

  大館市役所本庁舎、秋田県北部老人福祉総合エリア（以下「北部シルバーエリア」） 

 

４ 主 催 

  大館市 

 

５ 共 催 

  秋田県消防協会大館北秋田支部        大館市防災連絡協議会 

 

６ 参加機関 

  陸上自衛隊第２１普通科連隊第４中隊     自衛隊秋田地方協力本部大館出張所      

  秋田県北秋田地域振興局           大館警察署                

大館市                   大館市消防本部              

大館市消防団                大館市教育委員会              

大館市立総合病院（ＤＭＡＴ）        大館市立成章中学校         

独立行政法人労働者健康安全機構秋田労災病院 秋田看護福祉大学 

大館市女性防火クラブ連絡協議会       大館市危険物安全協会 

東北電力ネットワーク㈱大館電力センター   ㈱ＮＴＴ－ＭＥ秋田エリア統括部       

佐川急便株式会社大館営業所         大館市自主防災組織連絡協議会        

十二所中町町内会              十二所中町自主防災組織 

十二所上町町内会              十二所上町自主防災組織 

十二所下町町内会              十二所下町自主防災組織 

大滝町内会                 大滝自主防災組織 

平内町内会                 平内自主防災組織 

 

７ 訓練想定 

（1） 令和８年１１月１５日（日）午前８時００分 天候 曇り。 

数日来の大雨による中規模河川の洪水及び土砂災害の発生が予想される状況下、十二

所中町付近を震源とする直下型地震が発生し、最大震度６強の揺れを観測。家屋倒壊な

どの大きな被害が発生した。 

（2） 地震発生後、大館市では、直ちに災害対策本部を設置し秋田県に自衛隊の災害派遣を要

請した。現在、全力をもって情報収集したところ、家屋等の倒壊や火災が発生するなど多

種の災害が発生。また、米代川等の増水による洪水や土砂災害が予想される危険な箇所を



2 

 

確認。速やかに防災関係機関が町内会や自主防災組織と共同して避難、安否確認及び負傷

者の救出、救護活動などを開始した。 

 

８ 訓練種目及び内容 

（1） 災害対策本部運営訓練 

  ア 大規模災害発生 

    十二所中町付近を震源とする直下型地震が発生し、最大震度６強を観測。 

  イ 職員参集訓練（仮想） 

    基準に基づき自動招集し、職員は体制を敷く。 

ウ 合同調整所運営訓練（仮想） 

  大規模災害発生により各機関との認識の共有及び活動調整を目的として、合同調整所 

を開設運営する。 

（ｱ） 自衛隊、警察、消防など防災関係機関による情報収集活動を行う。 

（ｲ） ＮＴＴ、東北電力所有のドローンによるインフラ被災状況等の情報収集を行う。 

エ 災害対策本部会議 

市は、大規模災害発生により災害対策本部を開設、速やかに災害対策本部会議を開催

し、被害状況の把握を図るとともに、インフラ整備などの災害応急対策の指示を行う。 

（2） 現地対策本部運営訓練（仮想） 

 災害対策本部で各機関に依頼された救助事項を現地対策本部で相互に確認するほか、各 

機関の救助能力等を把握し、現場でどのように救助活動するのかを具体的に決定する。 

（3） 避難広報訓練 

警察署及び消防団は、広報車で避難広報を行う。 

（4） 避難訓練 

ア 指定避難所への避難訓練 

   住民は、指定避難所の北部シルバーエリア内コミュニティセンター（体育館）に避難

する。 

イ 避難誘導訓練 

  消防団は、避難者を避難所へ誘導する。また、要配慮者の避難行動を支援する。 

（5） 救出救助訓練 

   コミュニティセンター東側での倒壊家屋において、消防団防災リーダーと住民の共同に

よる救出救助活動を実施する。 

（6） 初期消火訓練 

   コミュニティセンター東側での火災覚知により、消防団防災リーダーと住民の共同によ

る初期消火活動を実施する。 

（7） 防災関係機関による対処訓練 

  ア 現場指揮本部開設運営訓練（仮想） 

     消防本部は、現場指揮本部を開設運営し、情報収集、応急対処等の現地活動をすると

ともに、関係機関と連携できるよう確認・調整する。 

イ 土砂災害対応訓練 

（ｱ） 道路啓開・交通規制訓練 

   警察が交通規制を行い、自走不能車両を車両移動器具により道路啓開する。 

  （ｲ） 土砂災害救出救助訓練（多数傷病者対応） 

マイクロバスが土砂崩れに巻き込まれ、多数の負傷者が発生したため、警察が交通

規制を行い、自衛隊と救急隊が救出活動を行う。 

  （ｳ） 吊り上げ救助訓練 

     平内沢川中州に取り残された要救助者を消防重機と救助隊が吊り上げ救出する。 

  （ｴ） 応急救護所運営訓練 
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  救急隊が応急救護所を開設し、ＤＭＡＴは負傷者の応急処置を行う。 

（8） 水防訓練 

   消防団は、増水した平内沢川の斜面保護として簡易シート張り工法を行う。 

（9） 油漏洩対処訓練 

   危険物安全協会員は、移動タンク貯蔵車両から路上に油が漏洩、吸着マットで拡散防止

及び流出した油を回収する。 

（10）避難所開設運営訓練  

公民館等職員、周辺住民、成章中学校生徒、防災士、自主防災組織等は、感染症等対策

に配慮し、コミュニティセンター内の体育館に避難所を開設し、避難者の受付、案内・誘

導、物資配給、居住スペース作り、炊き出し及び配食などを行う。その際、要配慮者及び

健康不良者の対応要領に留意する。 

 ア 総合受付・一般受付訓練 

   健康課職員等は総合受付において、健康状態を確認、場合によっては救護室に誘導す

る。公民館職員等は一般受付において、避難者に避難者名簿（避難者カード）を配付・

記入させ、避難者名簿の収集保管を行う。 

イ 案内・誘導訓練 

  公民館職員等は、一般避難者に対しては居住スペースまで引率する。 

ウ スペース作成訓練 

  公民館職員、防災士の指導の下、避難者は居住スペースに段ボールベッドや間仕切り

などの設備を作成する。 

エ 健康確認訓練（救護室） 

  労災病院看護師及び保健師（健康課）は、エコノミークラス症候群の防止に留意する。

また、血圧測定などを促し、健康状態の確認を行う。 

オ 物資搬送訓練 

  佐川急便は、備蓄倉庫から避難所へ備蓄品を搬送する。 

カ 物資配給訓練 

公民館職員等は、配送された物資（飲料水、長期保存用パン等）を受領し、避難住民 

に飲料水と長期保存用パン等を配布する。 

キ 炊き出し配食訓練 

自衛隊は副食カレーの調理、女性防火クラブは主食アルファ化米の湯せん作業を行う。

また配食は、公民館職員等の支援により行う。 

（11）小中学校避難所開設訓練  

  ア 訓練日時及び学校 

  （ｱ）  ７月 ７日（火） １３：２０～１５：１０ 成章中学校 

  （ｲ） １１月１３日（金） ＡＭ 成章中学校 

（ｳ） １１月１３日（金） １３：００～１５：５０ 成章小学校 

  イ 訓練項目 

    避難訓練、段ボールベッド・間仕切り作成、避難所体験、地震体験等 

  ウ 細部別示    

  

９ 防災啓発 

（1） 災害写真パネル展示 

     自衛隊秋田地方協力本部は、コミュニティセンター前に大規模災害などの写真パネル 

等を展示する。 

（2） 地震体験 

   消防本部は、コミュニティセンター前に地震体験車を配置し、震度７の地震を体験させ

災害への意識高揚を図る。 
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（3） 装備品展示 

 ア 自衛隊は、コミュニティセンター前に人命救助システムを展示する。 

  イ 水道課は、コミュニティセンター前に給水車を展示する。 

（4） 東北電力ネットワーク大館電力センター 

 コミュニティセンター前に停電情報アプリの展示説明を行う。 

（5） ＮＴＴ－ＭＥ 

コミュニティセンター前に災害伝言ダイヤルの展示説明を行う。 

（6） 佐川急便 

   コミュニティセンター前にパネル展示を行う。 

（7） 炊き出し試食 

  公民館職員等は、自衛隊と女性防火クラブが調理したカレーライスを希望する避難者等

へ体験喫食させる。  

   

10 視察編成 

統  監   大館市長 

  副 統 監  大館市教育長 

大館市消防長 

        大館市消防団長（秋田県消防協会大館北秋田支部支部長） 

統監部付  陸上自衛隊第２１普通科連隊第４中隊長 

        自衛隊秋田地方協力本部大館出張所長 

        秋田県北秋田地域振興局長 

        大館警察署長 

      大館市自主防災組織連絡協議会長 

      危険物安全協会会長 

        大館市災害対策本部員 

 議 員 団  大館市議会議員 

 

11 訓練本部 

  本 部 長  大館市消防署長 

副本部長  大館市消防本部警防課長 

      大館市消防本部予防課長 

        大館市危機管理課長 

大館市消防団副団長 

 

12 訓練説明（バスケットボール場） 

（1） 進  行： 大館市消防本部消防総務課総務係長 

（2） 訓練説明： １０：００ 警防課長補佐 

 

13 閉会行事（コミュニティセンター東側（天候により体育館））１１：００から 

（1） 進  行： 大館市消防本部消防総務課総務係長 

（2） あいさつ： 大館市長 

 

14 その他 

別紙第２「訓練地図（統監視察経路）」 



時程 課　目 担　当 場　所 参加機関等 訓練概要

合同調整所運営訓練 　リエゾン間の情報共有及び各機関現場進出要領の調整などを行う。

9:00 ① 災害対策本部運営訓練 危機管理課
市役所
本庁舎
庁議室

市職員、自衛隊、大
館警察署、消防署

　大規模地震発生により大館市災害対策本部を設置し、災害情報の収集整理を行うと
ともに、速やかに災害対策本部会議を開き、認識の共有及び活動内容の調整を図り、
救命・救助活動及びインフラ整備などの応急復旧対策の指示を行う。

9:00 大規模災害発生 消防総務課 サイレン 　大規模災害発生をサイレンの現示

職員参集訓練 　基準に従い、大地震発生とともに市職員は動員体制をとる。

9:02 避難広報訓練 消防総務課
下町、中

町、上町、
平内、大滝

大館警察署
消防団等

　各広報車で下町～中町～上町町内、平内～大滝に対し、避難広報を行う。

9:10～ 避難訓練 予防課
北部シル
バーエリア

下町・中町・上町・
平内・大滝住民、消
防団、自主防災組織
等

　大規模地震発生に伴い住民は避難経路に沿って北部シルバーエリアの体育館に避難
する。その際、自主防災組織及び消防団は要配慮者などを避難所へ誘導する。

10:00 ② 訓練説明 消防総務課
統監部

災害対策本部
  訓練説明を実施する。

10:02 ③ 道路啓開・交通規制訓練 大館警察署 　警察が交通規制を行い、自走不能車両を車両移動器具により道路啓開する。

10:05 ④
土砂災害救出救助訓練
（多数傷病者対応）

自衛隊、大館警察
署、消防署

　マイクロバスが土砂崩れに巻き込まれ多数の負傷者が発生したため、警察が交通規
制を行い、救急隊と自衛隊が救出活動を行う。

10:10 ⑤ 応急救護所運営訓練
ＤＭＡＴ、消防署、
機能別消防団員

　救急隊が応急救護所を開設し、ＤＭＡＴは負傷者の応急処置を行う。

10:15 ⑥ 油漏洩対処訓練
消防署、

危険物安全協会
　路上に油が漏洩、吸着マットで拡散防止及び流出した油を回収する。

10:20 ⑦ 吊り上げ救助訓練 平内新橋 消防署 　中州に取り残された要救助者を消防重機と救助隊が吊り上げ救出する。

10:25 ⑧ 水防訓練 警防課 平内沢川 消防署、消防団 　消防団は、増水した平内沢川の斜面保護として簡易シート張り工法を行う。

10:35 ⑨ 装備品等展示 危機管理課
コミュニ
ティセン
ター前

自衛隊、水道課、
ＮＴＴ、東北電力

　担当ごと展示・説明を行う。

10:45 ⑩ 救出救助訓練 　消防団防災リーダーと住民の共同による救出救助活動を実施する。

10:50 ⑪ 初期消火訓練
　火災覚知により、消防団防災リーダーと住民の共同による初期消火活動を実施す
る。

10:55 ⑫ 避難所開設運営訓練 公民館 体育館
市職員、周辺住民、
防災士、自主防災組
織等

　感染症対策に配慮し体育館に避難所を開設、市職員及び周辺住民の支援により避難
所開設運営を行う。

ア 開設準備 公民館 体育館 市職員 　市職員は、体育館に避難所開設準備を行う。

イ 炊き出し 予防課 料理室
女性防火クラブ、自
衛隊、市職員

　自衛隊及び女性防火クラブは主食(ｱﾙﾌｧ化米)と副食(カレー)の調理を行う。

9:10～ ウ 避難訓練 予防課
北部シル
バーエリア

下町・中町・上町・
平内・大滝住民、消
防団、自主防災組織
等

　大規模地震発生に伴い住民は避難経路に沿って北部シルバーエリアの体育館に避難
する。その際、自主防災組織及び消防団は要配慮者などを避難所へ誘導する。

10:00～ エ 総合受付、一般受付 市職員等
　総合受付は健康状態のチェック、一般受付は避難者受付名簿を記載させ、避難者名
簿（避難者カード）を避難者に配布・記入させ、避難者名簿の収集保管を行う。

10:00～ オ 案内誘導 市職員、成章中 　案内・誘導係は、一般避難者に対しては居住スペースまで引率する。

10:00～ カ 健康確認 健康課 市職員、労災病院
　救護室において、保健師及び看護師（労災病院含む。）はエコノミークラス症候群
防止など、健康状態確認や血圧測定などを行う。

10:55～ キ 物資搬送 危機管理課 佐川急便㈱ 　佐川急便は、備蓄倉庫から避難所へ備蓄品を搬送する。

10:00～ ク 物資配給 公民館 市職員、成章中 　避難者に飲料水と副食などを配布する。

10:20～ ケ 避難スペース作成 公民館
市職員、防災士、
下町・中町・上町住
民

　避難者による避難スペースの作成を行う。

11:00 ⑬ 閉会行事 消防総務課 体育館等 訓練参加者全員 　コミュニティーセンター東側において市長あいさつを行う。

9:10～ ア 写真パネル展示 危機管理課 体育館
自衛隊秋田地方協力
本部　大館出張所

　体育館内に大規模災害等の写真パネルを展示する。

9:10～ イ 地震体験 予防課 予防課 　震度７の地震を体験し、災害への意識高揚を図る。

9:10～ ウ 装備品展示 自衛隊、水道課 　各機関の装備品展示を行う。

9:10～ エ 停電情報アプリ展示 東北電力 　停電情報アプリの展示説明を行う。

9:10～ オ 伝言ダイヤル展示 ＮＴＴ－ＭＥ 　災害伝言ダイヤルの展示説明を行う。

9:10～ カ パネル展示 佐川急便㈱ 　災害時のパネル展示を行う。

11:10～ キ 炊き出し配食・試食 公民館 体育館等 市職員等
　自衛隊と女性防火クラブが調理したカレーライスを配食し、避難者などは試食す
る。

予防課
コミュニ
ティセン
ター東側

消防団防災リー
ダー、大滝・平内住
民

訓練時程表

記号

仮　想

仮　想

テニスコー
ト駐車場等

警防課

9:10～

公民館

危機管理課

コミュニ
ティーセン
ター前

体育館等
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№2 

緊急時情報一斉配信サービス登録情報の 

外部漏えいの可能性について 

 

危機管理課 

 

本市が緊急時情報一斉配信サービスで利用している「防災情報配信サービス

SpeeCAN RAIDEN（運営元：株式会社アルカディア）」が外部から不正アクセスを受け

たことが確認されました。 

 本市が使用している情報配信サービスのサーバーについては、株式会社アルカディ

アにおいて不正アクセスの侵入経路を遮断しております。また、点検を行った結果、

不正なプログラムが設定されていないことを確認しており、安全性が確保されている

ことから、引き続き配信サービスを継続しています。 

現在、不正アクセスにより個人情報が漏えいした可能性について調査中であり、新

たな情報が判明し次第、速やかにお知らせします。 

 

○経緯 

令和８年 10 月 11 日（日曜日）午後４時 30 分、株式会社アルカディアが運営する

「SpeeCAN RAIDEN」において、不正アクセスが疑われる不審な挙動を確認したため、

令和８年 10 月 12 日（月曜日）午前３時ごろ、侵入経路を塞ぐ応急措置を講じました。 

 

○漏えいした可能性のある情報 

緊急時情報一斉配信サービス 

①緊急メール登録者 … メールアドレス 

②電話・ＦＡＸによる緊急情報配信サービス登録者 

… 氏名、電話番号、ＦＡＸ番号 



 

○注意事項 

漏えいした可能性のある個人情報が、なりすましメールやフィッシングメール等に

悪用されるおそれがあります。不審なメール、電話、SMS等にご注意いただき、身に

覚えのない連絡に記載されたリンクや添付ファイルを開いたり、パスワードなどの認

証情報等を入力されないようお願いいたします。大館市から送付するメールで、口座

番号等の個人情報をお尋ねすることはありませんので、十分ご注意ください。 

 

 

お問い合わせ 危機管理課危機管理係 

43-7100（内線 531・149） 



№3 

「防犯対策」をテーマにした講話を行います 

 

企画調整課 

 

令和８年度から町内会等における地域活動の活性化を目的に導入した集落支援員

制度について、モデル地区の４団体から推薦された４人の集落支援員が活動を行って

います。 

それぞれの団体で、地域課題の洗い出しを行うため、６月からアンケート調査を実

施し、取りまとめた結果をもとに順次、地区懇談会を開催しています。 

御成町三丁目町内会では、８月 30 日に開催した地区懇談会において地元住民との

意見交換を行った結果、６点の地域課題の中から、令和８年度は「防犯対策」に取り

組むことを確認し、下記のとおり大館警察署員による講話を行うことが決定しました。 

引き続き、集落支援員を中心に住民が主体となった地域活性化に資する取り組みを、

市としても支援してまいります。 

 

〇団体名  御成町三丁目町内会 

〇日 時  11 月１日（日） 午前 10 時 

〇場 所  御成町三丁目町内会館（中道二丁目３番 63号） 

〇地域課題 

①野生動物対策 

②災害対策（防災） 

③空き家対策 

④町内会員同士の交流 

⑤除雪 

⑥防犯対策 

お問い合わせ 企画調整課 

43-7027（内線 570） 

e-mail：kikaku@city.odate.lg.jp 



№4 

企業版ふるさと納税をいただきました 

 

企画調整課 

 

本市が定める地域再生計画※１の「命を守り育む 暮らしづくり事業」※2 に基づく 

「子どもの遊び場管理事業」に対し、ＦａｃｔＢｏａｒｄ株式会社 代表取締役 相
あい

月
づき

 俊
とし

紀
き

 氏から、企業版ふるさと納税※3をいただきました（寄附額は 100,000円）。 

今後も本市では、個人のかたからのふるさと納税のほか、企業版ふるさと納税につ

いても推進していきます。 

○企業名 ＦａｃｔＢｏａｒｄ株式会社 代表取締役  相
あい

月
づき

 俊
とし

紀
き

 

（東京都渋谷区渋谷二丁目 24－12 渋谷スクランブルスクエア 24Ｆ・25Ｆ） 

 

※１ 地域再生計画「大館市創生推進計画」（令和８年３月 31日認定） 

 

※２ 命を守り育む 暮らしづくり事業 

妊娠・出産・子育て期のライフステージに応じた切れ目ない支援、地域包括ケア体制の充実、福祉

のまちづくりの推進、医療圏拡大を見据えた地域医療体制の強化など、命を守り育むに資する事業。 

 

※３ 企業版ふるさと納税 

自治体が策定する地域再生計画に登載した事業のためとして企業が寄付した場合、最大で寄付額の

約９割が法人関係税から軽減される制度 

 

 

お問い合わせ 企画調整課ふるさと納税推進室 

43-7027（内線 572） 



№5 

マイナンバーカードの休日窓口および平日時間外窓口

（予約制）を開設します 

 

市 民 課 

 

開庁時間帯に窓口に来ることができない方を対象に、マイナンバーカードの休日窓

口および平日時間外窓口を開設します。手続きにはすべて予約が必要です。 

 

○と  き  【平日時間外窓口】 

11 月 19 日（木） 午後４時 30分～７時 

【休日窓口】 

 11 月 28 日（土） 午前９時～午後１時 

○と こ ろ  市役所本庁舎２階ホール 

○内  容  ①マイナンバーカードの受け取り（はがきが届いたかた） 

        ②マイナンバーカードの申請 

③電子証明書の更新 

○予  約  すべての手続きについて予約が必要です。 

       オンラインまたは電話でご予約ください。 

〇持 ち 物   交付通知書（はがき）、通知カード、本人確認書類（複数点） 

〇そ の 他  予約枠には限りがあるため、ご希望に沿えない場合があります 

 

《マイナンバーカードにはこんなメリットがあります》 

○本人確認の際の身分証明書として･･･顔写真付き公的身分証明書なので、運転免

許証をお持ちでないかたもこれ一枚で本人確認ができます。 

○コンビニなどで各種証明書の取得に･･･住民票、印鑑登録証明書などを休日や時

間外でも全国のコンビニなどで取得できます。 

○健康保険証として･･･マイナンバーカードを健康保険証として利用できます。デ

ータに基づくより良い医療が受けられる等のメリットがあります。 

 

予約用二次元コード 



 

お問い合わせ 市民課マイナンバーカード担当 

43-7016（内線 360） 



№6 

国民健康保険税第５期の納期限と 

夕暮れ納付相談窓口開設のお知らせ 
 

収 納 課 

 

11 月は国民健康保険税第５期の納期月です。納期限は 11 月 30日（月）となります

ので、納期限までの納税をお願いします。 

口座振替による納税をお申し込みのかたは、11 月 30 日に口座から引き落としとな

ります。振替日前日までに残高を確認し、残高不足とならないようお願いします。 

市民サービスセンターでは夕方や土曜日でも納付できます。納付書をお持ちのうえ、

ご利用ください。 

○市民サービスセンター（いとく大館ショッピングセンター１階） 43-7088 

月～金曜日 午前９時～午後７時  土曜日 午前９時～午後５時 

※日曜日及び祝日を除く 

 

開庁している時間帯に納付や納付相談ができないかたのために、夕暮れ納付相談窓

口を開設します。予約は不要ですが、事前にお電話をいただければ、地区担当者が優

先して対応します。市税等の納付も受け付けていますので、納付書をお持ちのうえ、

ご来庁ください。 

市税の口座振替の申し込みも受け付けます。金融機関により手続き方法に違いがあ

りますので、要予約となります。事前に電話連絡のうえ、口座振替を希望する市税と

金融機関をお伝えください。ご持参いただきたいものをご案内します。 

○開設日時  11 月 24日（火） 午後４時 30分～７時 

○開設場所  市役所本庁舎１Ｆ⑫窓口 収納課収納係 43-7036 

○口座振替に関するお問い合わせ    収納課総務係 43-7035 

 

 

お問い合わせ 収納課収納係 

43-7036（内線 212） 



№7 

スキー用品の受け入れを行っています 

 

環 境 課 

 

エコプラザでは、スキー用品の受け入れを行っています。 

 

〇おさがりを持ち込みたいかた 

 再利用可能なスキー用品（スキー板・スキー靴・ストック・子ども用スキーウェア）

を無料で受け入れます。 

 

※年式や状態によっては、処分料金がかかることがあります。 

※スキーウェアはクリーニングしたものをお持ちください。 

 

 

お申し込み・お問い合わせ エコプラザ 

59-6340 



№8 

生活困窮者相談の出張および休日窓口を開設します 

               

福 祉 課 

              

市では、生活困窮者相談の出張および休日窓口を開設します。これは、生活困窮者

自立支援法に基づく相談窓口で、市民を対象に生活に困っているかたなどの相談を受

け付け、解決に向けてのお手伝いをするものです。 

仕事などの事情や時間・距離の都合で、普段は窓口に来ることができないかたも、

ぜひご利用ください。 

  

【出張窓口】 

 比内地域 〇と  き  11 月 12 日（木） 

〇と こ ろ  比内総合支所（２階 応接室） 

 田代地域 〇と  き  11 月 19 日（木） 

〇と こ ろ  田代総合支所（１階 会議室） 

 ※両日とも 午前９時 30分～正午 

【休日窓口】 ○と  き  11 月 29 日（日） 午前９時～正午 

○と こ ろ  市役所本庁１階 

 

《生活困窮者相談について》 

○対  象  市民 

○受付内容  ・生活に困っている    ・仕事が見つからない 

        ・家賃が払えない     ・住むところがない 

        ・将来が不安       ・病気で働けない 

       ・家族のことで悩んでいる ・社会に出るのが怖い  など 

 

お問い合わせ 福祉課福祉相談係 

43-7017（内線 340） 



№9 

条例適用企業（指定工場）の従業員数調査結果を 

お知らせします 

 

商 工 課 

 

 大館市工場等設置促進条例に基づく指定工場※１の従業員数調査の結果、10 月１日

現在の指定工場の従業員数は5,639人（72社・79事業所）で、前回調査(令和８年４

月１日現在)から３人増加、前々回調査(令和７年 10 月１日現在)から 78 人減少しま

した。 

また、パート等従業員を含めると 5,895 人で前回調査から 16 人増加、前々回調査

から 76人減少となりました。 

 

内訳は次のとおりです（従業員数は、前回調査の正社員数比較）。 

・二井田地区工業団地内企業 … 24 事業所 3,461人 (+11人) 

・花岡工業団地内企業    … ５事業所  209人 (+4人) 

・新館工業団地内企業    … ４事業所  129人  (0人) 

・田代地域工業団地内企業  … ５事業所  335人  (-11人) 

・釈迦内産業団地内企業   … ６事業所   58人 (0人) 

・工業団地外企業      … 35 事業所 1,447人 (-1人) 

 

前回の調査以降、秋田比内や株式会社による工場増設、株式会社 OrderTech によ

る工場新設が行われ、それぞれ条例適用を受けました。 

地域経済の発展に向け、地元企業の成長と企業立地活動を支援してまいります。 

 

※１ 指定工場の要件 

・市内に工場・研究施設等を新増設した場合で、投下固定資産(土地代を除く)が 1,900 万円を超

え、新たに雇用する常用従業員が５人以上(地元企業は３人以上)であるもの 

・市内に工場・研究施設等を新増設した場合で、投下固定資産(土地代を除く)が 10 億円を超え



るもの（中小企業（みなし大企業を除く）が立地する場合にあっては５億円（地元企業が立地

する場合にあっては３億円、本店が市内にある企業もしくは市内に住所を有する個人が立地す

る場合にあっては１億円）を超えるもの） 

・県が誘致認定したもの 

 

お問い合わせ 商工課企業集積係 

43-7071 (内線 470) 



№10 

二地域居住「防災モニターツアー」が開催されます 

 

交流推進課 

 

本モニターツアーは、日本赤十字看護大学附属災害救護研究所が監修し、ANA あき

んど株式会社が SOMPOリスクマネジメントの協力のもと実施する、新しい防災・二地

域居住モデルの実証プログラムです。 

平時の二地域居住先での体験が、災害時の避難に役立つことを実感できる、新しい

形の２日間の滞在プログラムです。 

10 月３日（土）～４日（日）には、鳥取県の智頭町
ちづちょう

で開催されました。今回は、首

都圏等から 10人のかたが参加されます。 

滞在中は、本地域の魅力を存分に感じていただきながら、住民との交流をはじめ、

二地域居住先での健康維持（心身のリフレッシュ）や二地域居住先での避難に関する

意見交換会などを通じて、平時の楽しみと有事の備えを無理なく両立させる「フェー

ズフリー」のライフスタイルを体験していただきます。 

 

（モニターツアーの概要） 

○参加対象  首都圏等在住の二地域居住と防災の取り組みに興味・関心のある、 

       小学校高学年以上のかた  ※中学生以下は保護者同伴 

○日  程  11月７日（土）～８日（日）１泊２日 

○参 加 費  無料 ※1   

○参加人数  10人 ※2 

※1 本取り組みは、国土交通省二地域居住地域先導的プロジェクト実装事業として実施 

する災害時の都市部から地域への避難訓練型モニターツアーです 

 ※2 171 人の応募者から 10人を選定 

   

お問い合わせ 交流推進課交流推進係 

43-7149（内線 491） 



№11 

航空教室を開催します 

 

交流推進課 

 

ＡＮＡ職員が講師として、飛行機の運航を支えるお仕事の内容や裏側をわかりやす

く紹介する航空教室を開催します。普段なかなか聞けない“空の仕事”の話を聞ける

貴重な機会です。 

ぜひお気軽にご参加ください。 

 

 ○ と  き  11 月 29 日（日） 午後３時～４時 

○ と こ ろ  北地区コミュニティセンター 別館２階 多目的室 

○ 定  員  50人 

○ 対  象  大館市民 

○ 募集締切  11 月 22 日（日）※定員に達し次第募集終了となります。 

○ 募集方法  Googleフォーム（二次元コード）または電話にて受付 

 

 

 

 

お問い合わせ 大館能代空港利活用大館地域推進会議事務局 

（事務局：大館市交流推進課内） 

43-7149（内線493） 

Email: kouryu@city.odate.lg.jp 





№12 

第 33 回大館ふるさと会総会・懇親会が 

開催されます 

 

交流推進課 

 

大館をふるさととして、首都圏で活躍されている方々が集う「大館ふるさと会」の

総会・懇親会が開催されます。 

大館ふるさと会は平成６年 11 月に発足し、年に一度ふるさと大館を懐かしみ、会

員同士が親しく交流する場となっています。 

 

○と き 11 月 22 日（日） 総 会 午前 11 時 30分（受付開始 11 時） 

懇親会 正午 

○ところ 総合宴会場オーラム ラ・サルローヤル（地下２階） 

     （東京都台東区東上野１－26－２） 

 

※総会・懇親会等に関するお問い合わせは事務局にご連絡ください。  

大館ふるさと会事務局 会長 清水  090-2278-6880 

 

 

お問い合わせ 交流推進課交流推進係 

43-7149（内線 492） 

 



№13 

「令和８年度忠犬ハチ公生誕祭」を開催します 

 

観 光 課 

 

今年も忠犬ハチ公の生誕をお祝いするため、「令和８年度忠犬ハチ公生誕祭」が、

忠犬ハチ公銅像及び秋田犬群像維持会（会長 富樫安民）主催により開催されます。 

ハチ公生家がある二井田地域の大館南小学校の児童による「ハチ公への手紙」の朗

読や、「ワンだふるはちくんダンス」が披露されます。 

 

○と  き  11 月 13 日（金）午前 10 時から 

○と こ ろ  大館市観光交流施設「秋田犬の里」 

○式典内容  ・ハチ公銅像への献花 

       ・「ハチ公への手紙」朗読 

・南小学校児童有志による「ワンダフルはちくんダンス」 

         など 

 

        

お問い合わせ 観光課観光振興係 

43-7072（内線 511） 



№14 

スポーツ振興くじ（toto）の助成を活用し 

タクミアリーナのメインアリーナ床を改修しました 

 

スポーツ振興課 

 

大館市は、独立行政法人日本スポーツ振興センターから、市のスポーツ振興を目的

とした助成金を受けています。 

独立行政法人日本スポーツ振興センターは、スポーツ振興くじ（toto）の収益を財

源として、地方公共団体やスポーツ団体が行うスポーツ活動等に対して「スポーツ振

興くじ助成」を実施することで、我が国の豊かなスポーツ環境の整備を推進していま

す。 

この助成制度を活用し、市では「樹海体育館床等改修事業」（総事業費 172,260 千

円）を実施し、令和８年９月にタクミアリーナのメインアリーナ床改修工事が完了し

ました。 

10 月１日からはメインアリーナの利用が始まっています。今後も安定した会場使

用ができるよう施設管理を行っていきます。 

 

 

 

お問い合わせ スポーツ振興課スポーツ振興係 

43-7148（内線 455）／FAX59-8021 



№15 

 

ボッチャ交流会「第７回はちくんオープン」を 

開催します 

 

スポーツ振興課 

 

市では、東京 2020 パラリンピックでのホストタウン登録をきっかけとした本市と

タイ王国との交流を記念し、ボッチャ交流会「第７回はちくんオープン」を開催しま

す。 

この大会には、ボッチャ日本代表「火ノ玉 JAPAN」が参加するほか、ボッチャタイ

王国代表チームも参加しますので、世界トップレベルの技を体感できる貴重な機会と

なります。 

入場無料ですので、ぜひ会場にお越しください 

なお、ボッチャ交流会「はちくんオープン」は、独立行政法人日本スポーツ振興セ

ンターのスポーツ振興くじ助成金の交付を受けて行います。 

 

○と  き  11 月 14 日（土）午後０時 30分～午後５時 30分 

11 月 15 日（日）午前９時～午後４時 

○と こ ろ  タクミアリーナ 

○対  象  どなたでも 

○観  戦  無料 ※２階観覧席でご覧ください。 

○持 ち 物  内履き 

 

 

 

 

お申し込み・お問い合わせ スポーツ振興課スポーツ交流推進係 

43-7148（内線 453・454）／FAX59-8021 



№16 

下水道受益者負担金（分担金）第３期の 

納期限のお知らせ 

 

下水道課 

 

11 月は、下水道受益者負担金（分担金）第３期の納期限です。納期限までの納付を

お願いします。 

納付には口座振替が便利です。手続きは金融機関で行うことができます。金融機関

の窓口に通知書番号が分かるもの（決定通知書や納付通知書）、通帳、届出印を持参し

て、手続きしてください。 

すでに口座振替をご利用の方は、振替前日までに残高の確認をお願いします。 

 

○納期限・口座振替日  11 月 30 日（月） 

 

 

お問い合わせ 下水道課負担金係 

43-7086（内線 739･740） 



№17 

令和８年度田代地区文化祭を開催します 

 

田代公民館 

 

田代地域の芸術文化振興と生涯学習推進の一環として、「求め合って共に進み 支

えあって共に高まる 満たされて広げよう輝きの輪」をテーマに、田代地区芸術文化

協会と田代公民館の共催による、令和８年度田代地区文化祭を開催します。 

各サークル・団体や公民館学級のかたがた、保育園児、小中学校の児童・生徒によ

る作品や演芸など、日頃の成果を発表しますので、ぜひお越しください。 

  

○ と  き  11 月７日（土）～８日（日） 

作品展示：７日（土）午前９時～午後５時 

８日（日）午前９時～午後３時 

              ※障害福祉サービス施設による作品展 

「みんなのアート展」を同時開催 

        演 芸 等：８日（日）午前９時～午後０時 30分頃（予定） 

        お 茶 席：８日（日）午前 10 時～ 

 ※材料が無くなり次第終了 

○ と こ ろ  田代公民館 

 

 

お問い合わせ 田代公民館 

43-7126（内線 959） 



№18 

 

秋の火災予防運動が始まります 

 

        消防本部 

 

火災予防意識の普及啓発および防災意識の向上を目的とした、秋の火災予防運動

が 11 月１日（日）から始まります。期間中には、各地区防災訓練や大型商業施設に

おける火災予防のチラシ配布が行われるほか、事業所、大型店舗、危険物施設を対

象に立入検査を行い、設備の維持管理状況や保安管理、火気の使用状況について検

査・指導を行います。 

 

〇実施期間  11 月１日（日）から７日（土）まで 

〇防火標語  「 火の確認 いい日を支える いい習慣 」 

〇地区防災訓練の実施 

地域防災力の向上を目的とした住民参加型の防災訓練を「山王台」、「長走」、

「達子」、「中島団地」の４地区で実施します。消火訓練や防災講話など、実践

的な訓練を行いますので、ぜひ、多くのかたの参加をお願いします。 

    

お問い合わせ 消防本部予防課 

43-4151 

 



№19 

11 月９日は「119 番の日」です 

 

消防本部 

 

総務省消防庁では 11 月９日を「119 番の日」としています。いざという時に備え、

普段から落ち着いて正確な通報ができるよう、この機会に正しい 119番のかけ方をご

確認ください。 

 

〇119番通報 ５つのポイント 

 １ 「火事です」または「救急です」とはっきり話してください。 

 ２ 住所は正しく言ってください。近くに目標となる建物などを伝えてください。 

 ３ どこで、だれが、どうしたかを正確にわかりやすく話してください。 

 ４ 通報したあなたの「氏名」「電話番号」を話してください。 

 ５ 通報後折り返し電話する場合がありますので、しばらくの間電話は使わずに現

場近くの安全な場所で待機をお願いします。 

 

また、一般的に 119番通報の機会は、人生に何度もあることではなく、通報する市

民の皆様にとってはストレスを抱える場面となります。少しでも 119番通報について

知っていただき、安心して通報してもらうことで、迅速な出動につなげたいと考えて

いますので、消防本部で作成した 119番通報に関する動画をぜひご視聴いただき、119

番通報についてご理解とご協力を賜りますようお願いします。 

 ※スマホから二次元コードを読み取るか、大館市消防本部のホームページからもア

クセスできます。YouTube動画 URL：https://youtu.be/75YKz_qFdio 

 

  

お問い合わせ 消防本部警防課 

43-4151（内線 222・223） 



№20 

ホームタンクからの灯油流出に注意しましょう 

 

消 防 署 

 

例年、秋から冬にかけて、各家庭や事業所に設置しているホームタンクから、灯油

などの流出事故が多発しています。事故を未然に防止するためには、日常点検や自主

的な安全対策が重要です。 

ホームタンクからの油の流出事故は、下記のような原因で発生しています。油を流

出させてしまったことにより、汚染土壌の回収や油処理などに高額の費用が発生した

事例がありますので、日ごろからホームタンクや配管の状態を確認し、取り扱いには

十分注意してください。また、防油堤を設置することにより、外部への流出を防ぐこ

とができます。 

万が一、油の流出事故を起こしてしまった場合や発見した場合は、すぐに消防署ま

で連絡をお願いします。 

 

事故原因 

〇タンク本体  固定不良、落雪による転倒 

〇配管     落雪による破損・脱落、草刈りや 

除雪による破損 

〇ストレーナー 経年劣化、積雪や落雪による破損 

〇水抜きバルブ 締め付け不良、破損 

〇ホームタンクからポリ容器等への小分け作業中に、 

その場を離れたことによる流出 

 

 

 

お問い合わせ 消防署危険物係 

43-4151 














